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1.はじめに 

 サプライ・チェーン・マネジメント(SCM)とい

う用語を最初に使ったといわれる R. Oliver & M. 
Webber は、SCM の最終的手段が在庫配置の適正

化であると述べている。本稿では在庫配置が SCM
において果たす役割、現状、今後のあるべき姿、

及びそれを実現するためのアプローチ方法につい

て述べる。 

 
2.SCM における在庫の役割 

 SCM において在庫配置は非常に重要な意味を

持つ。例えば、トヨタ生産システムにおける JIT
や平準化は、「在庫の無駄を排除」するためにある

と言える。また、Dell 社のデル・ダイレクト・モ

デルは、「在庫を情報で置きかえる」というように、

在庫に対する考え方が、それぞれのビジネスモデ

ル(あるいは SCM モデル)を決定づけていると言

えよう。そして、JIT を実行するための仕組みが

カンバンであり、デル・モデルを実行するための

仕組みが直販と IT であるといえよう。 
 小売業でみると、セブン・イレブンでは「在庫

ゼロ・品切れゼロ」を実現するために、単品管理

と多頻度小口配送をおこなっている。また、

Wal-Mart では、世界最大規模のデータベースシス

テ ム Retail Link を 利 用 し た VMI(Vendor 
Managed Inventory)によって在庫補充を行って

いる。 
 4 社のビジネスモデルを財務面からみたものを

図１に示す。 
 
3.在庫管理の現状 

SCM の進化に伴い、従来は個々のプロセス、部

門、あるいは企業ごとで部分最適を追求していた

ものが全体最適を目指すようになった。在庫は、

サプライチェーン上のプロセス間、部門間、ある

いは企業間などといった「間」の部分に存在する

ものであり、全体最適を考える場合に最初に着目

すべきものが在庫である。どこに、どれだけ在庫 

 
図 1．4 社の在庫回転とグロスマージン 

 
を配置すべきかを先ず考える必要がある。しかし、

こうした在庫配置問題について、多くの日本企業

では、工場、倉庫、物流拠点などの拠点で個別個

別の経験に基づいて行っているのが実状である。

一部では経済的発注量モデルや独自の在庫モデル

を利用する例もあるが、多くは経験(プラス安心)

が中心である。 
今後の在庫管理としては、以下で述べるような

科学的管理が不可欠であり、それによって筆者の

経験から言えば、数％～数十％の在庫削減が可能

となる。そうした、在庫削減の効果として、保管

コスト削減もさることながら、キャッシュフロー

や ROE 等の資本効率化面での改善が大きな意味

をもつ。 
 
4.サプライチェーン上での在庫最適化モデル 
 サプライチェーン上での在庫最適化については、

Graves や Lesnaia 等によって理論・解法が提案

されている。基本的には、最終需要に関する情報

（平均と変動）を所与として、時間に関する４つ

のパラメータ(図 2 参照)を決定する問題である。 
 



 

 
 

 
サービス LT：下流に対して受注ｓてから納入するまでの時間 
加工 LT：生産や加工などに要する時間(通常所与) 
調達 LT：上流に対して発注してから納入されるまでの時間 
安全在庫：安全在庫を時間換算したもの 
 

図 2．在庫最適化における時間パラメータ 
 
 ネットワークがスパニング・ツリー型の場合に

ついて、筆者が動的計画法を適用し、EXEL 上の

アドインソフトとして実装した画面例を図 3 に示

す。 
 

 
 

図 3．在庫最適化の画面例 
 

5.実務への適用 

上記のサプライチェーンの在庫最適化は、現状、

主として戦略レベルでの適用が多い。例えば

Hewlett-Packard では、新製品の生産プロセスを

どのように組替えし、何処に各個のプロセスを展

開すればよいかの戦略的な意思決定に利用し、1.3
億ドルを節約したと報告している。 
また、この手法をオペレーショナルレベルで展

開することも可能である。特に日本では、オペレ

ーションナルな業務への適用が求められる。在庫

管理だけでなく、生産、調達、販売と連携したソ

リューションのエンジンとして活用することで、

より高度な SCM を実現可能である。 

 
6.まとめと今後の課題 

 在庫が SCM のキーになること、その在庫問題

に対して OR 的バックグランドとなるサプライチ

ェーン上の在庫最適化手法が有効となることを報

告した。 
 今後の課題としては、在庫と見込み生産等にお

けるロットサイジング問題とのブリッジ、及び在

庫と販売におけるプライシング問題等との組合せ

などといった、OR 手法の有機的な結合が挙げら

れる。 
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